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Q１ WebNACCSとは、どのような仕組みか。 WebNACCSは、NACCSパッケージソフトをインストールすることなく、Webブラウ
ザを利用してNACCS業務が可能な方式です。

Q２ WebNACCSは、netNACCSと何が異なるのか。 WebNACCSは、netNACCSのようにパッケージソフトをインストールすることなく、
Webブラウザで業務が可能な方式です。それぞれのメリット等を下記にまとめており
ますので参照ください。

Q３ WebNACCSの利用には、別途手続きが必要か。 すでにnetNACCSをお持ちであれば、特段の利用契約変更手続きを行う必要はありま
せん。しかし、netNACCS以外の処理方式、例えばNACCS専用回線でインタラクティ
ブ処理方式をご利用の方は、netNACCSの申し込みが必要です。

Q４ WebNACCSの利用者IDとパスワードは、
netNACCSとは別になるのか。

netNACCSと同じ利用者IDとパスワードで、WebNACCSを利用することが可能です。
しかし、Ｑ３にあるように、NACCS専用回線を利用するインタラクティブ処理方式の
利用者ID・パスワードでWebNACCSを利用できませんので、別途netNACCSの申込み
が必要です。
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メリット ・メールのように帳票受信、出力がで
きる。

・自動保存、自動印刷機能がある。
・一画面で複数の申請画面の入力内容
が確認できる。

・利用時にパッケージソフトをインストールす
ることなく、Ｗｅｂブラウザで業務ができる。

・コード検索、入力項目表閲覧等の便利機能が
ある。

・複数端末で受信した帳票を確認できる

デメリット ・利用時にパッケージソフトをインス
トールする必要がある。

・コードや入力項目はNACCS掲示板か
ら探す必要がある。

・送信端末でしか帳票を確認すること
ができない。

・帳票の自動取得や保存、自動印刷機能がない。
・一画面で複数の申請画面を表示できない。
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Q５ WebNACCSはnetNACCSと同様に、デジタル証
明書の取得は必須か。

セキュリティの観点から、インターネット回線を利用するnetNACCSおよび
WebNACCSには、利用するユーザーまたは端末ごとに、デジタル証明書の取得を必須
とさせていただきます。

Q６ WebNACCSは、携帯端末（スマートフォン、タ
ブレット等）での利用は可能か。

携帯端末（スマートフォン、タブレット等）にデジタル証明書をインストールするこ
とにより、WebNACCSの利用が可能です。現在利用されているPC端末に加え、携帯
端末でも利用される場合は、端末追加の契約が必要です。携帯端末を含めデジタル証
明書を取得する端末台数分になるよう契約下さい

Q７ WebNACCSの利用には、料金が掛かるのか。 WebNACCSの利用に料金は掛かりません。海上入出港業務の従量料金は、無料です。

Q８ ６次NACCSの外部ファイル（CSVまたはZIP）
を７次NACCSで利用することは可能か。

6次WebNACCSにてダウンロード外部ファイル(CSVまたはZIPファイル)は、7次
WebNACCSにおいても使用可能です。 また、申請情報のCSVファイルと、乗組員・旅
客・危険物情報のCSVファイルを一括して読込むZIPファイルについても使用可能です。
なお、7次NACCSで追加になった項目については、ブランクで出力します。

また、netNACCSとWebNACCSとでは、外部ファイルの形式が異なります（netはテキ
スト形式、WebはCSV形式）ので、例えばnetNACCSで作成した外部ファイルを、
WebNACCSで利用することはできません。逆も同様になります。
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Q10 パッケージソフトで行った業務を、
WebNACCSで呼出しや照会をすることは可能
か。

可能です。例えば、パッケージソフトで入港届を行った後、WebNACCSでその入港届
の情報を呼び出して出港届を行うことが可能です。逆も同様になります。
ただし、帳票電文の出力は、その業務を行ったパッケージソフトまたはWebNACCSか
らでしか出力できません。上記の例では、入港届控はパッケージソフトから、出港許
可書はWebNACCSからの出力になります。

Q11 パッケージソフトのように乗組員・旅客情報
をExcelから貼り付けをすることはできないの
か。

パッケージソフト同様に乗組員、旅客情報の入力項目はグリッド形式になっており、
Excelからの貼り付けが可能です。乗組員30人、旅客20人を超える場合は、CSV
ファイルを作成しWUD業務でアップロードした情報を利用する必要があります。

Q12 WVS（書類状態確認）業務で、申請毎の状況
を確認することは可能か。

申請毎の状況はWVSの申請情報の種別で検索することで、一覧で確認できます。

各申請年月日や回答日などの詳細は回答履歴にて確認できます。

Q13 WPT等の申請業務画面で宛先が空欄になって
いる。

WebNACCS初回ログイン時は宛先が設定されておりませんので、WAS業務で必要
な申請先を追加してから申請をお願いいたします。

Q14 乗組員・旅客・危険物データの画面上での直
接入力は最大何件まで可能か。

乗組員：30件、旅客：20件、危険物：20件となります。
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Q15 WVS業務の処理状態において、帳票を確認で
きる申請と確認できない申請がある。

WVS業務の照会種別：申請情報で検索し処理状態のリンクから帳票のダウンロードで
きます。
処理状態のリンクから取得可能な帳票については利用マニュアル２．９．１書類状態
確認（WVS）の表 2.9.1-3 帳票ダウンロードの操作パターンをご確認ください。

Q16 WebNACCSにて電文の確認はどのように行う
のでしょうか。

WVSの種別「申請情報」または「帳票情報」で検索して電文を確認し取得すること
ができます。また、未確認帳票が1件以上存在する場合、メインメニュー上部に「未
確認の帳票があります」のメッセージを表示します。通知メッセージのリンクから帳
票を取得することもできます。

帳票取得可能期間は電文が配信されてから14日（日・祝含む）です。帳票取得可能
期間内に取得されない電文は削除されますのでご留意ください。

Q17 WebNACCSにて、MFR(積荷目録情報登録)業
務やHYS（汎用申請）業務は可能ですか。

MFR(積荷目録情報登録)業務は、WebNACCSでの提供はありませんので、パッケージ
ソフトにて業務を行ってください。HYS（汎用申請）業務は、WebNACCSにて実施可
能です。
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